
（ 撮影者：静岡森林管理署 千葉 賢史 ）

富 士 山 （静岡県富士宮市）

平成２２年１月１日 第７０号

私の視点
ＤＦ環境部会の活動について

ＤＦ環境部会リーダー 児玉 亨 氏

年頭のごあいさつ
関東森林管理局長 小林 裕幸

http://www.rinya.maff.go .jp/kanto/



平成２２年１月１日 関 東 森 林 管 理 局 第 ７０号（２）

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
管
内
の
国
有
林
が
孫
や
子
の
世
代
か
ら
も
喜
ば
れ
る
よ
う

な
立
派
な
森
林
と
な
る
よ
う
、
関
東
森
林
管
理
局
の
職
員
一
同
、
力

を
合
わ
せ
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
皆
様
に
国
有
林
の
現
状
を
お
伝
え
す
る
と
と
も
に
国
有
林

を
有
効
に
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
本
誌
を
始
め
と
す
る
広
報
に
も

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ご
活
用
い
た
だ
け
る

と
幸
い
で
す
。

こ
れ
ら
の
点
を
含
め
森
林
・
林
業
全
般
に
つ
い
て
、
皆
様
の
ご
支

援
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
お
気
づ
き
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ご
意
見
、
ご
叱
責
を
遠
慮
な
く
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

絵：静岡森林管理署 平田美紗子

関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
国
有
林
の

管
理
経
営
に
皆
様
の
声
を
反
映
さ
せ
て

い
く
た
め
、
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
制
度
を

設
け
、
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
70
名
か
ら
意

見
や
提
言
を
伺
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
一
環
と
し
て
、
去
る
11
月
4
日
、

群
馬
県
安
中
市
の
国
有
林
に
お
い
て
、

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
を
開
催
し
、
各

都
県
代
表
の
モ
ニ
タ
ー
15
名
と
局
幹
部

が
意
見
交
換
等
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
移
動
中
の
バ
ス
に
お
い
て
、

小
林
局
長
等
か
ら
国
有
林
の
成
り
立
ち

や
森
林
計
画
制
度
等
に
つ
い
て
説
明
を

行
い
ま
し
た
。
現
地
で
は
群
馬
森
林
管

理
署
職
員
の
説
明
に
よ
り
、
間
伐
実
施

現
場
、
治
山
ダ
ム
、
オ
オ
タ
カ
モ
デ
ル

林
を
見
学
し
な
が
ら
質
問
や
議
論
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
高
崎
市
倉
渕
公

民
館
に
お
い
て
行
っ
た
意
見
交
換
会
で

は
、
各
地
域
で
の
森
林
・
林
業
の
話
題

や
、
森
林
計
画

な
ど
に
つ
い
て

活
発
な
意
見
交

換
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
参
加
者

か
ら
は
「
国
有

林
の
イ
メ
ー
ジ

が
変
わ
っ
た
。
」

｢

国
有
林
の
現

場
が
見
ら
れ
て

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
を
開
催

理
解
が
深
ま
っ
た
。
」
な
ど
の
感
想
も
寄

せ
ら
れ
、
貴
重
な
時
間
と
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

現
在
、
平
成
22
年
度
国
有
林
モ
ニ
タ
ー

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
い
た
皆
様

に
は
、
国
有
林
に
関
す
る
情
報
誌
や
資
料

な
ど
を
定
期
的
に
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
く

ほ
か
、
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
出
席
等
を
お

願
い
し
ま
す
。

募
集
期
限

平
成
22
年
2
月
19
日
（
金
）
必
着

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵
便
・F

AX

・

E
-
m
a
i
l

い
ず
れ
か
に
よ
り
ご
応
募
願
い

ま
す
。

必
要
事
項

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
性
別
、
生
年
月

日
、
年
齢
、
住
所
（
郵
便
眼
号
）
、
電

話
番
号
、
職
業
、
モ
ニ
タ
ー
を
知
っ
た

き
っ
か
け
、
応
募
の
理
由
（
１
０
０
字

程
度
）

申
込
方
法
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
関

東
森
林
管
理
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

t
t
p
:
/

/
w
w
w
.
r
i
n
y
a
.
m
a
f
f
.
g
o
.
j
p
/
k
a
n
t
o
/
a
p

p
l
y
/
p
u
b
l
i
c
s
a
l
e
/
k
i
k
a
k
u
/
m
o
n
i
t
o
r
.

h
tm

l

を
ご
覧
下
さ
い
。

そ
の
他
お
問
い
合
わ
せ

林
野
庁
関
東
森
林
管
理
局

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
担
当

TEL
０
２
７-

２
１
０-

１
１
５
０

平
成
22
年
度
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
募
集

妙義山で記念撮影



12
月
初
旬
、
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
エ
リ

ア
に
お
け
る
唯
一
の
湿
地
・
南
ヶ
谷
湿
地

で
、
専
門
家
や
サ
ポ
ー
タ
ー
を
交
え
て
堆

積
物
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
湿
地
に

は
独
特
の
昆
虫
類
や
植
物
が
存
在
し
て
お

り
、
地
元
の
方
に
よ
る
と
、
昔
は
用
水
池

と
し
て
も
利
用
さ
れ
た
大
き
な
池
だ
っ
た

と
の
こ
と
で
す
が
、
過
去
40
年
で
水
面
が

５
分
の
１
以
下
に
減
少
し
、
急
速
に
乾
燥

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
原
因
を
探
る

た
め
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

調
査
は
、
ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
堆
積

物
を
採
取
し
、
泥
炭
層
に
堆
積
し
た
土
砂

や
花
粉
分
析
等
を
行
っ
て
お
り
、
南
ヶ
谷

湿
地
の
成
立
年
代
や
乾
燥
化
の
原
因
、
植

生
の
変
遷
な
ど
を
探
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

12
月
7
日(

月)

、
み
な
か
み
町
中
央
公

民
館
に
て
、
平
成
21
年
度
第
１
回
赤
谷
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
企
画
運
営
会
議
が
赤
谷
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
協
働
三
者
に
加
え
、
サ
ポ
ー
タ
ー
、

県
・
み
な
か
み
町
関
係
者
を
交
え
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
各
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の

活
動
状
況
の
報
告
、
関
東
森
林
管
理
局
や

利
根
沼
田
森
林
管
理
署
か
ら
事
業
実
行
に

関
す
る
提
案
・
報
告
事
項
、
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
地
域
協
議
会
か
ら
旧
猿
ヶ
京
小
学
校

の
活
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

議
論
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

特
に
、
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
地
域
と

の
繋
が
り
を
も
っ
と
密
接
に
す
る
取
組
を

充
実
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
い

う
意
見
が
多
く
出
ま
し
た
。
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
目
標
に
は
「
持
続
的
な
地
域
づ
く

り
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
一
層
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。赤

谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
発
足
し
て
今
年

度
で
6
年
目
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
成
果

を
次
期
地
域
管
理
経
営
計
画
等
に
反
映
さ

せ
る
た
め
、
「
赤
谷
の
森
構
想(

仮
称)

」

を
作
成
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

作
成
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
住
民
が
身

の
回
り
の
森
林
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

思
い
や
希
望
を
持
っ
て
い
る
か
聴
き
取
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
12
月
13
日(

日)

、
猿
ヶ

京
に
お
い
て
、
地
域
住
民
約
20
名
参
加
の

下
、
「
赤
谷
の
森
を
語
る
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

昭
和
30
年
代
ま
で
は
、
林
業
や
炭
焼
き

を
通
じ
て
森
林
と
地
域
は
密
接
に
結
び
つ

い
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
燃
料
革
命
な

ど
の
情
勢
変
化
に
よ
っ
て
希
薄
と
な
っ
て

い
る
一
方
、
環
境
教
育
や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
通
じ
た
森
林
と
地
域
と
の
結
び
つ
き

を
再
構
築
す
る
芽
も
育
ち
つ
つ
あ
る
こ
と

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
は
座
談
会
等
に
よ
り
、
地
域
の
方
々

か
ら
、
さ
ら
に
き
め
細
か
い
意
見
を
伺
い

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

(

赤
谷
森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー)

（３）平成２２年１月１日 関 東 森 林 管 理 局 第７０号

ボーリング調査の様子

挨拶する地域協議会の岡村会長

南
ヶ
谷
湿
地
の
堆
積
物
調
査

な

ん

が

や

地域と森林との結びつきについて話し合い

企
画
運
営
会
議
の
開
催

「
赤
谷
の
森
を
語
る
会
」
の
開
催

たくましく生きるイヌワシ親子（赤谷ノートより）

絵：静岡森林管理署 平田美紗子



私
の
所
属
す
る
社
団
法
人
デ
ィ
レ
ク
ト

フ
ォ
ー
ス
（
以
下
Ｄ
Ｆ
）
は
、
大
手
企
業

約
２
８
０
社
の
シ
ニ
ア
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ

Ｏ
Ｂ
を
組
織
し
、
そ
の
経
験
、
技
術
な
ど

を
社
会
的
に
活
用
す
る
こ
と
を
目
的
に
２

０
０
２
年
東
京
に
設
立
さ
れ
た
法
人
で
す
。

具
体
的
に
は
、
大
学
で
講
義
し
た
り
、

企
業
へ
の
人
材
派
遣
や
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
、
あ
る
い
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
支
援

を
行
う
な
ど
、
現
在
７
５
０
人
が
会
員
と

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

更
に
ま
た
、
最
近
で
は
地
球
温
暖
化
問

題
の
意
識
の
高
ま
り
の
中
で
、
環
境
の
保

全
、
改
善
に
会
員
自
ら
が
主
体
的
に
行
動

す
べ
き
で
は
な
い
か
と
し
て
「
Ｄ
Ｆ
環
境

部
会
」
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

こ
の
環
境
部
会
に
は
現
在
３
０
０
名
の

会
員
が
参
加
し
て
、
持
続
可
能
な
社
会
に

必
要
な
環
境
の
保
全
、
改
善
に
関
す
る
各

種
啓
蒙
活
動
や
自
然
再
生
支
援
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
環
境
省
の
チ
ー
ム
マ
イ
ナ
ス

６
㌫
運
動
に
参
画
し
た
り
、
有
識
者
に
よ

る
環
境
時
事
セ
ミ
ナ
ー
や
環
境
講
座
を
開

催
す
る
こ
と
で
、
複
雑
で
奥
の
深
い
環
境

に
つ
い
て
の
真
の
問
題
点
を
理
解
す
る
一

方
、
中
越
森
林
管
理
署
当
間
の
森
、
吾
妻

あ

て

ま

森
林
管
理
署
管
内
の
草
津
国
有
林
で
自
然

再
生
保
全
活
動
や
皇
居
千
鳥
が
淵
公
園
の

桜
再
生
活
動
な
ど
自
ら
汗
を
か
く
こ
と
で
、

体
で
環
境
問
題
を
感
ず
る
活
動
も
行
っ
て

い
ま
す
。

勿
論
私
た
ち
の
活
動
は
微
々
た
る
も
の

に
す
ぎ
ま
せ
ん
が
、
環
境
問
題
の
解
決
に

は
こ
ん
な
市
井
の
一
市
民
の
心
の
あ
り
よ

し

せ

い

う
こ
そ
が
大
切
と
い
う
自
覚
で
積
極
的
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
Ｄ
Ｆ
環
境
部
会
員
が
、
エ
コ

ピ
ー
プ
ル
や
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
の

環
境
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
改
め
て
社
会
の

一
線
で
活
動
し
よ
う
と
い
う
意
識
改
革
に

も
繋
が
る
考
え
で
す
。

ま
だ
緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
す
か
ら
殆

ど
は
今
後
の
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
す
で

に
始
め
た
こ
と
は
継
続
し
つ
つ
以
下
の
よ

う
な
活
動
が
で
き
た
ら
と
計
画
を
練
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

引
き
続
き
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

１
．
自
然
再
生
支
援
活
動

○
森
林
再
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

（
「
中
越
当
間
の
森
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
継
続
）

あ

て

ま

○
里
山
再
生
支
援
活
動

○
地
域
振
興
支
援
活
動

２
．
環
境
教
育
活
動

○
大
学
、
市
民
講
座
で
の
環
境
講
座

（
物
づ
く
り
大
学
で
の
講
座
継
続
）

○
小
、
中
学
校
で
の
環
境
出
前
講
座

３
．
各
種
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
活
動

○
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
活
動

○
緑
化
事
業
推
進
活
動

○
食
の
安
全
の
研
究
活
動

平成２２年１月１日 関 東 森 林 管 理 局 第 ７０号（４）

環境時事セミナーの開催

当間のブナの森での活動
あ て ま

緑のボランティア活動（第1回草津）にて

汗をかいて体で感じて・・・



当 森林事務所は 福島県の中通 りに位置

し、国有林野面積は 2,851㌶と福島署管内

では2番目に小面積ですが、スギをはじめ
とす る人工林が多 く、積雪量が 比較的少

ない ため、保育間 伐等の造林事 業が通年

にわたり実施されています。
ま た、当事務所 管内の周囲に は阿武隈

山系最高峰の大滝根山(1,192㍍ )や富士山

を望 める最北限の 山として知ら れる天王
山(日山1,054㍍ )等の山々に囲まれていま

す。 大滝根山の麓 では良質の白 御影石が
産出されるほか、鍾乳洞(あぶくま洞など)

も存在します。

近年、人 工林の 保育間 伐が多く 実施さ

れ るように なりま したが 、伐り捨 てられ
た材 が何かに使え ないかと思っ ていたと

ころ 、ヒノキの間 伐材を利用し たナメコ

の栽 培を実験して みたいという 栽培農家
があ らわれました 。ヒノキによ るナメコ

栽培 を実験段階で 進めている業 者がここ

数年 増えてきてい ることは知っ ていまし
た。 ここ福島でも 挑戦してみよ うという

人が いることにう れしくなりま した。そ
こで 、造林事業を 終えた国有林 野から保

育間伐により伐り捨てられたヒノキ材を1

00本 程度、副産物扱いで 販売しました。
今秋 になって、そ の栽培農家が 「出まし

た！ 」と、事務所 にナメコの生 えた切り

株を持ってきてくれました。
今 後、さらにヒ ノキの間伐材 利用が進

むよ う、地元の方 々に呼びかけ ていきた

いと思っています。

私がこの仕事についたのは、平成20年の春です。縁あっ
て中途採用で福島に赴任することになりました。それまで

は、庭師、住宅を手がける木材会社で現場監督、それから
自然ガイドと多岐にわたり仕事をしてきました。仕事が変

わっても常に向き合ってきたのは「木」でした。森林管理

局に採用になり、向き合うのはやはり「木」です。森林官
になり、広大な国有林野を管理するようになって、自分の

考え方一つで、大事な国民の財産に損失を負わせかねない

こともあるんだなと気づいたときは、責任の重さと自分に
何ができるだろうという不安感で独り動揺することもあり

ましたが、今では仕事にも少しづつ慣れてきました。

これからも諸先輩方々の意見を拝聴しながら、今までの
職で得た経験を加味し、より良い国有林野事業を続けられ

るよう努力していきたいと思っております。

（５）平成２２年 １月 １日 関 東 森 林 管 理 局 第 ７０号

福島森林管理署 常葉森林事務所 森林官 内海 洋太

伐り捨てられるヒノキ間伐材

ヒノキのほだ木から発生したナメコ

阿武隈山系最高峰 大滝根山
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富士山（3,776㍍）は、我が国の最高峰で

あり、その単独峰の雄姿から我が国を代表す

る景勝あるいは霊峰として広く国民に親しま

れています。

登山シーズンは7月から8月で年間約40万人

が訪れ、富士宮登山口から頂上の剣ケ峰まで

は 6時間前後で到達できます。近年ではその

雄姿が諸外国からも脚光を浴び外国人観光客

も急増しています。

一方、周辺地域への安定した水の供給源と

しての役割やヒノキ等を中心とした森林資源

供給の場として地域社会や産業に多くの恵み

を与えています。

しかしながら、平成8年9月の台風で国有林では

広範囲（620㌶）に及ぶ甚大な森林被害が発生し、

その復旧に向け、ボランティア団体、民間企業、

静岡県等と協力して、森林(もり)づくり活動など

各種活動を継続しています。

また、富士山の森林保全管理、環境美化に対す

る関心は、富士山の世界遺産登録を目指した240

万人を超える署名運動や国会請願をはじめ、様々

なボランティア活動を含む各般各種運動の活発化

などから、今後ますます高まるものと考えていま

す。

近年、ニホンジカによる立木の食害が拡大し、

その対策に苦慮しておりますが、静岡森林管理署

は、この豊かな大自然に囲まれた富士山国有林の

諸機能を高度に発揮させることを目標に、地元の

自治体やボランティア団体等と連携し、真に国民

共有の財産として日本の名峰を守るため職員一丸

となって頑張っています。

（静岡森林管理署広報広聴連絡官）
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ボランティアによる間伐作業

平成２２年 １月 １日 関 東 森 林 管 理 局 第 ７０号（６）

紅葉に染まる富士山(西臼塚駐車場から）

台風による被害の状況


